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『洞

谷
記
』
と

『
永
光
寺
中

興
雑
記
』

二
二
二

河

合

泰

弘

周
知

の
如
く
、
『
洞
谷
記
』
は
瑩
山
禅
師
晩
年
の
行
実
を
伝

え

る
も

の
で
、
現
在

の
と
こ
ろ
四
本

の
写
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら

の
テ
キ
ス
ト
は
概
ね
二
つ
の
系
統

(古
写
本

.
流
布
本
)
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
二
系
統

の
特
徴
、
つ
ま
り
編
集
意

図

に

つ
い

て
、
竹

内
弘
道
氏
は
両
系
統
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
考
察
し
て
い

る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
古
写
本
は
、
明
峰
派
と
峨
山
派
の
対
立
の
顕
在

化
と

い
う
時
代
を
背
景
に
し
て
、
大
乗
寺
明
峰
派

の
正
当
性
を
主
張
す

る
こ
と
を
意
図
し
た
資
料
で
あ
り
、
流
布
本
は
、
古
写
本
よ
り
早
い
時

代
の
意
識
、

つ
ま
り
、
永
光
寺
を
中
心
と
す
る
瑩
山
禅
師
門
下
の
、
そ

れ
ま
で
の
曹
洞

・
臨
済
の
融
合
的
性
格
を
脱
し
た
曹
洞
宗
と
し
て
の
宗

派
独
立
と
い
う
意
識
が
定
着
し
て
ゆ
く
草
創
期
の
意
識
が
反
映
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
。

大
乗
寺
所
蔵
の
古
写
本
は
、
そ
の
奥
書

よ
り
、
永
享
四
年

(
一
四
三

二
)
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
直
接

の
原
本
と
な
る
も
の
も
、

明
峰

・
峨
山
両
派
の
儀
絶
時
の
訴
訟
に
関
す
る
文
書

を
含

む

こ
と

か

ら
、
訴
訟
の
起
こ
っ
た
応
永
二
二
年

(
一
四

一
五
)
ま
で
し

か
遡
り
得

な
い
。

一
方
、
流
布
本
系
は
、
三
本
あ
る
写
本
の
内
、
大
乗
寺

に
所
蔵

さ
れ
る
も

の

(以
下
、
大
乗
流
布
本
)
が
、
享
保
三
年

(
二
七
一
八
)
の
書

写
で
あ
る
こ
と
が
判
る
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
乗
流
布
本
の
原
本

は
、
末
尾
に

「
永
光
寺
室
中
秘
録
」
と
い
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、

こ
の

「
永
光
寺
秘
録
」
そ
の
も
の
は
、
既
に
散
逸
し
た

と
思
わ
れ
、
内
容
は
、
大
乗
流
布
本
に
比
較
的
忠
実

に
引
き
継
が
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
成
立
年
代
は
不
明
で
あ
る
。
筆
者
は
、

『
宗
学
研
究
』
第
三
七
号
に
て
、
金
沢
浄
住
寺
所
蔵
の

『洞
谷
記
抜
書
』

の
成
立
年
代
特
定
に
絡
ん
で

「永
光
寺
秘
録
」
が
中
興
の
久
外
嫌
良
の

永
光
寺
住
山
期

(
一
六
三
二
～
一
六
五
二
)
に
は
既
に
存
在

し

て
い
た
こ

と
を
推
察
し
た
。
こ
こ
で
は
、
新
た
に

『
永
光
寺
中
興
雑
記
』
(以
下
、

『中
興
雑
記
』)
と
、
う
資

料
を
取
り
上
げ
、

そ
の
推
察
を
更
に
進
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

『中
興
雑
記
』
ば

、
永
光
寺
中
興
久
外
轍
良

の
記
録
し
た
瑩
山
禅
師

住
山
期
以
降
の
寄
進
状

・
禁
制
な
ど
を
中
心
と
す
る
お
よ
そ

一
〇
〇
点
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の
文
書

の
綴
り
で
あ
り
、
そ
の
中
に

『
洞
谷
記
』
か
ら
書
写
さ
れ
た
と

思
わ
れ
る
十
数
段
を
含
ん
で
い
る
。
書
写
年
は
、
奥
書
に
よ
る
と
寛
永

一
九
年

(
一
六
四
二
)
で
あ

る
。
そ
の
た
め

『
洞
谷
記
』
か
ら
の
引
用

と
思
わ
れ
る
部
分
は
、

一
七

一
〇
年
書
写
の
大
乗
流
布
本
か
ら
の
書
写

で
あ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
が
永
光
寺

に
伝
わ
る
資
料
と
い

う
こ
と
か
ら
も

「永
光
寺
秘
録
」
に
拠
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ

れ
る
。

こ
れ
ら
の
文
章
の
素
性
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず

『中
興
雑
記
』

に
含
ま
れ
る

『洞
谷
記
』
に
関
係
す
る
部
分

の
見
出
し
と
そ
れ
と
対
応

す
る
古
写
本
お
よ
び
流
布
本

の
段
落
数
を
表
に
し
て
み
た
。

『洞
谷
記
』

と

『永

光
寺

中
興
雑
記
』

(河

合
)

こ
れ
を
見
る
と
、
古
写
本

に
の
み
存
在
す
る
段
を
含
む
と
と
も
に
、

流
布
本
独
自
の
段
も
存
在
す
る
こ
と
が
判
り
、
全
体
と
し
て
は
ど
ち
ら

の
系
統

に
属
す
る
か
は

っ
き
り
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
段
落
は
、
単
独
の

文
書
と
し
て
現
存
す
る
も
の
も
数
段
確
認
で
き
、
そ
れ
ら
か
ら
の
書
写

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
で
は
具
体
的

に
文
章

の
比
較
を
す
る
。

ま
ず
両
系
統
と
も
に
存
在
す
る
段

を
見

る
。
[四
五
]
は
、
ほ
ぼ
流

布
本
と
同

一
の
文
章
で
あ
り
、
古
写
本
と
の
対
比
に
お

い

て
は
、
「洞

谷
山
永
光
寺
草
創
記
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
な
い
ば
か
り
か
、
字
句
の

異
同
も
甚
だ
し
い
。
[七
九
]
で
も
、
古
写
本
に
の
み
大

き
な
違
い
が

見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「著
法
衣
開
堂
」
と

い
う
部
分
が

「法
衣
開
堂

着
」
に
、
「興
聖
三
尺
竹
箆
」
と
い
う
部
分
が

「
興
聖
自
作
三
尺
竹
箆
」

と
な

っ
て
い
る
。
[八
七
]
も
、
『中
興
雑
記
』
・
流
布
本

の
間
で

は

ほ

と
ん
ど
相
違
点
が
な
く
、
冒
頭
に

「正
中
二
年
乙
丑
七
月
二
日
」
と
日

付
を
入
れ
る
の
に
対
し
、
古
写
本
で
は
、
末
尾
に

「正
中
二
年
乙
丑
初

秋
二
日
」
と
そ
れ
を
記
し
て
い
る
。
「
八
八
」

の
い
わ
ゆ

る
瑩
山
禅
師

の

「御
自
伝
」

の
部
分
に
お

い

て
も
、
『中
興
雑
記
』
と
流
布
本
の
間

の
違
い
は
、
僅
か
で
あ
る
の
に
対
し
、
古
写
本
と
比
べ
る
細
か
な
違
い

が
多

々
存
在
す
る
。
特
に
「
三

十
五
歳
補
任
二
代
住
持
職
」
と
い
う
部

二
二
三
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『
洞
谷
記
』

と

『
永
光
寺
中
興
雑
記
』

(河

合
)

二
二
四

分
が
、
「
三
十
五
登
大
乗
全
座
、
補
任
二
代
住
持
職
」
と
な
る
点

な
ど

が
顕
著

で
あ
る
。
[八
九
]
は
、
い
わ
ゆ

る

「円
通
院
縁
起
」
と
い
わ

れ
る
も

の
で
瑩
山
禅
師
誕
生
の
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
最
も
大
き
な
違

い

は
、
古
写
本

に
あ

る

「祈
誓
、
即
次
日
、
母
上
洛
尋
女
…
為

一
生
頂
戴
本
尊
」
と

い
う
四
八

文
字

の
長
文
が
、
『
中
興
雑
記
』
・
流
布
本
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
点

で
あ
る
。
ま
た
、
古
写
本
で
は
、
禅
師
の
幼
少
の
頃
の
名

「行
生
」
と

そ
の
由
来
を
い
う
の
に
対
し
、
『
中
興
雑
記
』
・
流
布
本
の
も
の
は
そ
れ

を
述
べ
て
い
な
い
。
そ
の
他
に
も
古
写
本
に
は
、
細
か
な
違
い
が
い
く

つ
か
確
認
で
き
る
。
そ
の
他
の
段
に
お

い
て
も
、
『中
興
雑
記
』
が
、

流
布
本

に
近
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

次
に
、
瑩
山
禅
師
真
筆
と
し
て
伝
わ
る
別
の
資
料
が
存
在
す
る
三

つ

の
段
落

だ
が
、
[六
七
]
は
、
古
写
本

・
流
布
本
共
に
同

一
文
章

で
あ

り
、
そ
れ
ら
と
比
べ
る
と

『
中
興
雑
記
』
の
も
の
は
、
冒
頭
に

「洞
谷

門
下
僧

禄
御
書
曰
」
と
い
う
部
分
が
存
在
し
な
い
と

い
う

違

い
が

あ

る
。
こ

の
こ
と
は
、
真
筆
本
と
共
通
し
、
そ
れ
に
加
え
、
改
行
の
仕
方

ま
で
真
筆
本
と
の
み

一
致
す
る
。
『
洞
谷
記
』
で
は
な
く
真
筆

本

も

し

く
は
そ

の
写
し
か
ら
の
引
用
と
思

わ
れ

る
。
[八
四
〕
は
、
古
写
本
に

は
存
在

し
な
い
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先
ず
冒
頭
部
分
に
お
い
て
真

筆
本
が
、
「
酒
勾
八
郎
頼
親
嫡
女
平
氏
女
」
と
す
る
の
に
対
し
、
『
中
興

雑
記
』
は
、
「平
氏
酒
勾
八
郎
頼
親
女
」、
流
布
本
は

「平
氏
酒
勾
八
郎

頼
親
嫡

女
」
と
し
て
い
る
点
に
と
く
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
を
見
る
限

り

『中
興
雑
記
』
は
、
流
布
本
の
も
の
に
近

い
こ
と
が
判
る
。
そ
の
他

に
も
同
様
に
考
え
ら
れ
る
部
分
が
数
カ
所
確
認
で
き
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
流
布
本
の
も
の
と
全
く

二
致
す
る
わ
け

で
は
な
く
、
真
筆
本

・
流

布
本
の
両
本
に
共
通
す
る
相
違
点
も
些
細
な
も
の
ば

か
り

で

は
あ
る

が
、
十
数
カ
所
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
段
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
流
布
本
に
近
い
も
の
で
あ

る
が
、
直
接
の
原
本
と
な

る
も
の
は
確
認
し
得
な
い
。
ま
た

[九

一
]
も
古
写
本
に
は
存
在
し
な

い
段
落
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
段
は
、
『
中
興
雑
記
』

の
も

の

に
日
付

が
記
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
だ
け
で
あ

っ
て
、
判
断
の
材

料
と
は
な
ら
な
い
。

次
に
、
流
布
本
に
は
存
在
し
な
い
殻
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
部
分

は
、
古
写
本
に
拠
る
か
、
あ
る
い
は
現
存
の

『洞
谷
記
』
と
は
別
の
資

料
か
ら
の
引
用
と
言
う
こ
と
に
な
る
。

[九
三
]
で
は
、
「評
談
」
を

「談
合
」
と
す
る
違

い
が

見

ら
れ
、

[九
四
]
で
は
、
「光
禅
寺
」
と
い
う
古
写
本

に
は
な
い
寺
名
が
存
在
し

た
り
、
末
尾
の

「前
住
大
乗

(洞
谷
)
紹
燈
素
哲
」
が
、
古

写
本

で
は

「
住
大
乗
素
哲
」
と
す
る
と
い
う
違

い
が

見

ら
れ

る
。
ま
た

[九
五
]

で
は

「
住
持
職
人
可
帯
文
書
事
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
先
立
ち

「浄
住

総
持
西
堂
位
望
時
、
管
領
畠
山
殿
、
訴
詔
目
安
也
」
と
あ
る
の
に
対
し

古
写
本
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
後
に

「明
峰
派
峨
山
派
儀
絶
時
管
領
畠
山

方
訴
訟
目
安
」
と
し
て
お
り
、
本
文
中
に
お
い
て
も
と
く
に
後
半
部
分

に
文
章

の
違
い
が
瀕
繁

に
見
ら
れ
る
。
末
尾

の

「自
畠
山
殿
返
状
」
の
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部
分

で
も
同
様

の
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
見
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
三

つ
.の
段
落
は
、
古
写
本

と
の
異
同
が
甚
だ
し
く
、
古
写
本
以
外
の
も
の
か
ら
書
写
さ
れ
た
も
の

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
こ
ま
で
見
て
み
る
と

『中
興
雑
記
』
の
中
で

『洞
谷
記
』
に
拠
る

と
思
わ
れ
る
段

は
、

[四
五
]～
[四
七
]
[七
八
]
[七
九
]
[八
四
]
～

[九

一
]
の

二
「
段
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
ず
れ
も
流
布
本
系
の
も

の
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
や
は
り

「永
光
寺
秘
録
」
と
考
え
る

の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
ひ
と
つ
疑
問
と
な
る

の
は
、
段
落

の
排
列
が
、
流
布
本
の
も
の
と
か
な
り
の
食
い
違
い
が
あ

る
点
で
あ
る
。
直
接

「
永
光
寺
秘
録
」
に
拠
る
の
な
ら
ば
、
流
布
本
と

排
列
を
同
じ
く
し
て
い
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
だ
が
。
あ
る
い

は
、
「
永
光
寺
秘
録
」
の
排
列
は
、
大
乗
流
布
本

の
も

の
と
は
異

な

っ

て
い
た
の
か
。
筆
者
が
以
前
取
り

上
げ

た
、
『
中
興
雑
記
』
と
共
通
す

る

『
洞
谷
記
』
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
八
編
の
文
書
を
含
む

『瑩
山
和
尚

置
文
』

(金
沢
浄
住
寺
蔵
)
と

い
う
資
料
は
、
そ
の
元
本
が
嫩
良

の
永
光

寺
住
山
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
排
列
が
流
布
本
と
ほ
ぼ

一

一致
す
る
。
「永
光
寺
秘
録
」
が
轍
良
の
住
山
期
に
は
既
に
存
在

し

て

い

た
と
推
察
で
き
る
こ
と
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
「永
光
寺
秘
録
」
が
大

乗
流
布
本
と
排
列
を
異
に
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
あ
る
い
は
、
何
ら

か
の
意
図
に
よ
り
組
み
替
え
ら
れ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
『
中
興
雑

記
』
か
ら
は
そ
の
積
極
的
意
図
を
汲
み
取
れ
な
い
。

『洞
谷
記
』
と

『永
光
寺
中
興
雑
記
』
(河

合
)

こ
の
よ
う
に

「
永
光
寺
秘
録
」
は
既
に
大
乗
流
布
本

に
見
ら
れ
る
よ

う
な
編
年
体
の
形
態
を
も

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
中
興
雑
記
』

が

つ
く
ら
れ
た
頃
は
、
「永
光
寺
秘
録
」
は
未
だ
編
集

の
中
途
段
階
に

あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
流
布
本

『
洞
谷
記
』
は
元
来
、
瑩
山

禅
師
の
日
記

・
メ
モ
の
類
の
雑
多
な
綴
り
で
あ

っ
た
も

の
を
編
年
体
に

編
集
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
編
集
が
行
わ
れ

た
の
が
鰍
良
の
住
山
期
で
あ

っ
た
の
で
は
な

い
か
。
確
か
に
、
流
布
本

に
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
明
峰
峨
山
両
派

の
儀
絶
が
起
こ
る
前
の
宗

派
意
識
が
汲
ん
で
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
流
布
本
全
体
で
は

な
く
、
独
自
に
存
在
す
る
部
分

の
特
徴
に
他

な
ら
ず
、
流
布
本

に
組
み

込
ま
れ
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
よ
う
な
意
識
が

は
た
ら
い
た
と
も
考
え
ら

れ
な
く
は
な
い
が
、
日
記

・
メ
モ
の
類

の
雑
多
な
綴
り
と
は
別

に
伝
わ

っ
て
い
た
瑩
山
禅
師

に
よ
る
も
の
、
ま
た
は
関
係
す
る
も

の
が
単
に
組

み
込
ま
れ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ

ら
の
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
推
論

に
過
ぎ
ず
、
今
後

の
よ
り

一
層
の
調
査

研
究
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
。
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

流
布
本
洞
谷
記
、
永
光
寺
室
中
秘
録
、
嫌
良
、
永
光
寺
中

興
雑
記

(愛
知
学
院
大
学
非
常
勤
講
師
)

二
二
五

719


